
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ジ ョンＦ．ジャーム [アメリカ]
田 中 政 春 [長岡西]
森 山 一 理 [加　 茂]

会 長 丸 山 征 夫
幹 事 谷 晴 夫
Ｓ Ａ Ａ 木 村 譲

事 務 局 〒955-8666三条市旭町2-5-10

 TEL 0256-35-3477　FAX 0256-32-7095
E-mail info@sanjo-minami.jp

URL http://www.sanjo-minami.jp

三条信用金庫 本店内

国 際 ロ ー タ リ ー 会 長
第 2560 地 区 ガバ ナ ー
第４分区ガバ ナー補佐

こんにちは。 

今日は外国に行き始めたころの話をします。 

机の中に保管していた古いパスポートが 11 冊あります。 

一番古いパスポートは 1971 年 9 月 1 日発行のもので、渡航可能国は「すべ

ての国と地域但し北朝鮮、中国（ Mainland of China と書いてある）、北ベト

ナム及び東ドイツを除外」と記されていました。 

今のパスポートは特別の通知がない限り世界中どの国や地域への渡航が有効と

明記してあります。  

最初に行った国がオランダで次がグアム、イギリス、韓国と続きます。10 年後

には妻と東京事務所にいた女性と三人でオランダ、パリ、ロンドン、シンガポ

ールと旅行をしました。 
 

最初のオランダ出張は 1972 年で、切符はアエロフロート発行のモスクワ経

由アムス行きでした。羽田を経ってモスクワで一泊しなければならないフライ

トで、その一泊はアエロフロートのバスでモスクワ・シェレモチェーボⅡ空港

を少し外に出たホテルで確かその名もアエロフロートだったような気がしま

す。私たち一緒のトランジット客はパスポートを取り上げられ、皆が同じホテ

ルの階に泊めさせられました。共産国でパスポートを取り上げられ心配でしよ

うがなく、返してくれないかと交渉する人もいましたが、にべもなく返事は「ニ

ェット」。明日飛行機に搭乗するまで待てとの説明でした。 

エレベーターはあるものの使用禁止、階段も蛇腹式の鉄格子で封鎖、夕食はそ

のホテルの同じ階でたしかボルシチと味がしないパンだけ。キャビアを肴にウ

ォッカを飲みましたがもちろん有料でした。 

 

 

会員51名中29名

8/16 三条北ＲＣへ

　　　星野健司君 　永桶俊一君　 佐々木常行君 　佐藤秀夫君 　渡邉久晃君

　　　渡辺俊明君

8/17 三条ＲＣへ

　　　長谷美津明君　 池田亜津子さん　 桑原朋子さん 　西巻克郎君

8/20

　　　長谷川直哉君 　坂井範夫君　 田代徳太郎君

91.84%（8/1）

新潟県済生会三条病院　外科医長　須田和敬様

　　　野島廣一郎君 　太田義人君 　坂本洋司君 　渡邊光郎君 　渡辺俊明君

ロータリー財団セミナー（長岡）へ　　

出 席 率 ヴ ィ ジ ター

出 席 率 

―201６‐1７年度国際ロータリーのテーマ― 

ゲスト 



部屋は 2 坪ほどでベッドとクローゼットがあるだけ。ラジオが一台あったが、モスクワ放送だけで、スイッチが

あるのみでした。翌朝空港に戻り朝食。その頃切手を集めていたのでソ連の切手を買いに急いで空港内の郵便局

へ行き、レーニンの切手を買い求めました。その当時のソ連のボスはブレジネフでした。 

ようやくアムステルダム行きに搭乗して 5ー6 時間だったでしょうか、緑の国に到着～。 

当時、共産国にいた時は緊張でガチガチでしたが自由主義国にきてようやく安心できました。44 年前の事です。 

お話はこれでお終いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～ 8 月 22 日  13,000 円 

今年度累計 128,000 円 ～  
 i 

谷  晴 夫  幹事 

田中ガバナー事務所より 

① 「第 2回 地区運営検討会」 開催のご案内  

［日 時］    2016 年 ９月 17 日（土） 14：00～16：30 

［会 場］    NSG 「STEP」４Ｆ 

［議 題］    第 1 回検討会に示された議題に対しての具体的検討 

         ・地区事務所固定化         ・ガバナー選出基準 

         ・地区運営改善検討委員会の常態化 
  

② 「第 1回 米山記念奨学委員長セミナー」 開催のご案内  

［日 時］    2016 年 ９月 17 日（土） 12：00～16：00 

［会 場］    長岡ベルナール 2Ｆ 

［出席義務者］  米山奨学委員長  

 

済生会病院 外科医長 須田先生、
本日の卓話をどうぞよろしくお願いい
たします。
先日あった ロータリーの会議の足代
を寄附します。

谷 君 須田 和敬様、 本日の卓話ありがとう
ございます。

大 渓 君

済生会病院　外科医長 
須田 和敬先生に 「腹腔鏡手術」 に
ついて お願いしました。

丸 山 ( 征 ) 君

本日、卓話当番です。

銅 冶 君 須田 和敬先生、
本日の卓話ありがとうございます。

中 田 君 出身地 栃木の作新学院の優勝を
祝して！

加茂の夜例会欠席しましたので・・・
ＢＯＸに協力します。

野崎君、平松君、星野君、渡邊(光)君

ＢＯＸに協力いたします。

熊 倉 君 ＢＯＸご協力ありがとうございました。

佐 藤 ( 秀 ) 君

「消化器外科領域の 新潟県済生会 三条病院 

外科医長  須田 和敬 様 腹腔鏡手術について」 

須田先生の講演内容につきましては都合により次号掲載させていただきます。 



当クラブは発足してから６年有余、会員は４６名になりました。これからも新会員

を加えてますます発展してゆくと思います。しかし「山高きが故に 貴からず」、

会員が多くなるとともに各人がロータリー精神を反芻して、全会員そろってよきロ

ータリアンでことが大切と考えます。 

本年度は活発な委員会活動による有機的なクラブ行動によって会員の友情と理解を

深めて、ロータリーの理念の具現に努めたいと考えます。 

このため特に次の点に着意します。 

１． 公式行事、クラブ行事に関する情報の周知、出席勧奨による出席率の向上 

２． 適格な新会員の増強 

３． クラブ行事の充実 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

200以上の国と地域に広がり、全世界ロータリアン総数は122万人に達しています。ここ数年、総数に大きな

変動はありませんが、毎年約12万人が入会し、ほぼ同じ数の会員が退会されているのです。現実問題としま

して、会員数の維持がどの地区においても大きな課題となっています。私達2560地区においても同様です。 

なぜ、会員増強をそんなに言う必要があるのでしょうか。ただ会員数を増やせばよいというものではないと

主張される方もいらっしゃいます。その通りだと思います。ロータリーの会員は皆、クラブの誰かに選ばれて、

誘われ、そしてクラブの全会員に認められて入会した人ばかりです。それを踏まえた上で、なぜ会員増強が

必要なのかを考えてみましょう。ロータリーはひとたび会員になれば、誰にとっても会員でなければ得られな

い何かが、必ず得られる貴重な場なのです。例会や様々な機会において、素晴しい友人に巡り会えたことも

あるでしょう。ロータリーの目的、四つのテストなどの理念が職場で役に立ったこともあるでしょう。もしロータリ

アンでなければ知り合うこともできなかった人たちとの絆は、将に掛け替えの無いものだといえるでしょう。ロ

ータリーは地域社会においても、また世界的規模においても、ポリオ撲滅をはじめ、人類のため、そして世界

平和のために、価値あるさまざまな活動をしています。宗教や人種や国境を越えて、これほどの規模で奉仕

活動をしている団体は他にはありません。この優れた組織を維持する上で、会員増強維持は、欠かすことの

できない重要な活動であり、このことは実は誰でも解っているはずのことです。 

入会者がいないという訳ではありません。会員が減少するのは、退会者数が入会者数を上回っているから

です。ロータリーの魅力について大いに語り合う、のみならず、ロータリーの魅力を引き出して、それを会員

の増強につなげる。今月は、皆さんでそんな活動をする月間にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

佐藤  譲 
第七代会長 

蘖とは、樹木の切り株や根元から生えてくる若芽のこと 

創立 50 周年に向け、歴代会長を主要目標（テーマ）やエピソード とともご紹介する新コーナーです。 

1968 年 6 月 3 日入会 

職業分類：歯科医 

勤務先 ：佐藤歯科医院 

     院長 

 

会長主要目標 

1974～75 年度 

RI 会長  William R.Robbins ウィリアム R.ロビンズ（アメリカ） 

「Renew the Spirit of Rotary  ロータリーの精神を振るい起こせ」 
 

ガバナー  馬場 金太郎（中条） 

「３（みんなで）、５（いっしょに）、６（むつみあおう）」 

                       ＊当時は、356 地区でした 

会員増強・新クラブ結成推進月間によせて 

会員増強月間に寄せて 
 

    国際ロータリー第 2560 地区 

        地区会員増強委員長 

        山本 和則（新潟南ＲＣ）   
 

今月は会員増強を考える月間です。ロータリークラブは、

お互いに信頼のできる公正な取引をし、仕事上の付き合

いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間を増やし

たいという思いから、1905 年にシカゴで誕生し、現在では

月 1 日に開始した会員特典プログラム「ロータリーグ

ローバルリワード」について、ご案内致します。 

このプログラムは、ホテルやレンタカー、航空券、レス

トランなどでロータリアンが割引を利用できるもの      



 

 

 

 


